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TOPICS

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う対応について

開館時間 入館 施設利用

2/17 ～ 通常 〇 窓口対応者のマスク着用、
消毒液設置

3/5 ～ 通常 〇 セミナールームと自
習室×

4/1 ～ 9：00-17：00 学外者は× グループ学習室×、
椅子の間引き

換気の徹底、来館者マス
ク着用お願い

4/7 ～ 5/31 臨時休館 × カウンターにアクリ
ル板設置

教職員への貸出等サービ
スは事前申込により受付

4/13 在宅でも利用可能な教育・研究用電子資料について案内
5/8 ～ 5/22 学生向け郵送貸出サービスを実施（5/7 授業期開始）
6/1 ～ 6/24 臨時休館 教職員、登学許可

者のみ〇
登学許可者の利用（事前
申込）（来館 63 人、貸出
冊数 206 冊）

6/3 ～ 6/16 学生向け郵送貸出サービスを実施
6/25 ～ 9：00-17：00、

土曜閉館
学外者は× 滞在 1時間以内、グルー

プ学習不可
7/6 ～ 8/3 来館が困難な学生向け郵送貸出サービスを実施
9/1 ～ 学外者〇（閲覧席

利用不可）
グループ学習室 A－
Dの個人での利用〇

滞在 1時間制限緩和

9/24 ～ 10/9 トイレ工事騒音のため臨時休館
10/12 ～ ラーニングコモン

ズ、グループ学習室
（A～ D）、セミナー
ルーム〇

ラーニング・アドバイザー
対面相談対応を再開

・郵送貸出（１人１回 10 冊まで。送料は大学負担）実績：申込 218 件、貸出冊数 560 冊
・ラーニング・アドバイザーのオンライン相談対応：（7/30-8/7：6 件、10/7-11：1 件）
・学生向け講習会の対応：オンライン開催 2件、講習会資料を LMSに公開 9件
・職員の勤務体制（4/8 ～ 5/31）：
　4/8 ～　公共交通機関利用職員の在宅勤務開始、その他職員も試行的に実施
　5/8 ～　出勤人数を減らすため、事務補佐員を中心に交代で特別休暇取得
　期間中の出勤率は約 45％
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 █ 郵送貸出の実績
冊数等：１人１回 10 冊まで
時　期：5月 8日～ 22 日（休館中、全学生対象）
　　　　6月 3日～ 16 日（休館中、全学生対象）
※当初は５月末まで休館予定だったが延長になったため、郵送貸出も再開
　　　　7月 6日～ 8月 3日（開館後、来館の困難な学生対象）
実　績：申込 218 件、貸出冊数 560 冊

 █ 臨時休館中の事前申込利用（登学を許可された学生）
時　期：6/1 ～ 6/24
実　績：申込 67 件（来館 63 人）、貸出冊数 206 冊　※学生のみ（教職員は別途対応）
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1．知の共有：＜蔵書＞を超えた知識や情報の共有

（1）教育成果の発信、オープン化と保存
オープンアクセスウィークに学術成果の登録を呼びかけるなど、リポジトリ登録件数の増加に努

めています。
・リポジトリの登録件数：2017 年 3月末 2,717 件、2018 年 3 月末 3,033 件、2019 年 3月末 3,433
件、2020 年 3月末 3,766 件、2021 年 3月末 4,081 件
・デジタルオブジェクト識別子（DOI）付与を継続（2016.10 ～）

（2）出版された資料の整備と利用
「図書館資料収集方針」「図書館学生用図書選定基準」「学生用図書整備５ヵ年計画（2017-2021）」
に基づき、学生用図書の整備を進めています。
https://www.wakayama-u.ac.jp/lib/about/policy.html
・電子書籍購入件数：2018（平成 30）年度 47 点、2019（令和元）年度 44 点、2020（令和 2）
年度 360 点

 █ 大学史資料室
図書館に大学史資料室を設置し（2018.10）、これまでに収集・整理した本学の歴史に関する資料

の目録等を順次公開しています。
大学史資料室の事業
1.　資料の収集、整理及び保存に関する業務
2.　資料の利用、展示及び公開に関する業務
3.　資料のアーカイブ構築に関する業務
4.　資料の調査研究に関する業務
5.　記念誌の刊行に関する業務
6.　その他資料室の目的を達成するために必要な業務

『日本歴史』2021 年 3月号「文書館・史料館めぐり」に、資料室が掲載されました。
他機関やOBから寄せられる質問にも対応しています（例：キャンパス移転前の植生、学生運動

の記録、和歌山県尋常師範学校に在籍していた教員について等）。

＜寄贈資料の紹介＞
LP レコード「柑蘆の青春」
2020.9.4（寄贈）
経済学部　1959（昭和 34）年卒業生より寄贈
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（3）知識や情報の発見可能性の向上
4 月 7 日から登学禁止に伴い臨時休館になったことから、4月 13 日に「在宅でも利用可能な教育・

研究用電子資料について」を公開しました。
2018 年より学認によるリモートアクセス環境を順次整備し、2021 年 3 月末までに、全 15 件の

電子リソースサービス（プラットフォーム）の学外利用を可能にしています。

2．知の創出：新たな知を紡ぐ＜場＞の提供

（1）知を創出する場の拡大・整備・提供　
学修支援環境の改善を目的として、2019 年 10 月にセミナールーム 4、2020 年 4月にセミナールー

ム 5を新設しました（新型コロナ感染症拡大防止のために利用を休止）。

（2）社会に開かれた知の創出・共有空間の提供

 █ 和歌山地域図書館協議会
図書館事業の充実と生涯学習の発展に寄与することを目的として、和歌山県内の大学、短期大学、

高等専門学校の図書館及び和歌山県立図書館をもって、和歌山地域図書館協議会を組織しています。

◇令和 2年度（第 26回会議）
日時：3月 11 日（木）～ 18 日（木）　※メール審議
議題：フォーラムの開催・企画展示について、次回当番館について

◇催し
【第 106 回全国図書館大会和歌山大会（オンライン大会）】
全国図書館大会が初めて和歌山で開かれ、和歌山地域図書館協議会幹事館として実行委員会に参

画するとともに、第 2分科会（大学・短大・高専図書館分科会）を担当しました。

公開日程：11 月 20 日（金）～ 11 月 30 日（月）
担　　当：第 2分科会（大学・短大・高専図書館）
参加者　：1,557 人（Web 申込 1,349 人＋関係者 208 人）
視聴回数：15,342 回
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2．知の創出：新たな知を紡ぐ＜場＞の提供
第 2分科会 (1) ゲームを活用した情報リテラシー教育
基調講演　ゼロから学ぶゲーミフィケーション
　吉野孝（和歌山大学システム工学部教授）
基調報告　ゲームの手法を用いた情報リテラシー教育の可能性
　西森哲也（和歌山大学図書館）
報　告　　図書館ツアーに代わるイベント「図書館からの脱出」の開催について
　三木原郁（大阪大学附属図書館）
報　告　　チーム･×･ミッション･×･コミュニケーションでリデザイン！―問いと答えで動き出す　

双方向型ガイダンス：Scavenger･Hunt･in･MELIC
　辺見純子（帝京大学メディアライブラリーセンター）
報　告　　Library･Lovers’･Nagasaki について
　浦さやか（長崎大学附属図書館）

第 2分科会 (2)「特別コレクション」をどう活用するか
基調講演　大学図書館における特別コレクションとは－関西大学図書館の特別コレクションを通

じて－
　内田慶市（関西大学教授・アジア・オープン・リサーチセンター長）
報　告　　高野山大学図書館の貴重資料から見えるもの
　坂本亮太（和歌山県立博物館学芸員）
報　告　　高野山大学図書館所蔵の平安時代の古典籍奥書資料について
　木下浩良（高野山大学総合学術機構課長）
報　告　　貴重書展とデジタルアーカイブ -現物資料とデジタルデータの活用について
　松屋あき（近畿大学中央図書館）

 █ 県内図書館の支援（研修講師）
12 月 23 日（水）　東牟婁地方教育委員会連絡協議会　第 3回指導室学習会（オンライン開催）
　テーマ　読書活動の推進・学校図書館の活用について
　　　　　「実践！ビブリオバトル」
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3．新しい人材：知の共有・創出のための＜人材＞の構築

（1）新たな人材の参画

 █ 学生サポーター
学生サポーターは、ボランティアで図書館の仕事をする学生の集まりです（2015.4 ～）。2020 年

（令和 2年度）は、新型コロナ感染症拡大をふまえ、新規募集をせず、配架作業などほとんどの活動
を休止しました。例年の選書ツアーに代えて、Web選書を実施ししました（2名参加）。

 █ ラーニング・アドバイザー（LA）
大学院生スタッフによる学習相談を引き続き実施しました（2015.10～）。2020年（令和2年度）は、

新型コロナ感染症拡大をふまえ、新規募集をせず、昨年度から継続した 3名のスタッフにより対応
しました。7/30 にオンライン相談を開始、10/12 から通常の相談を再開しました。引き続きパスファ
インダーの作成に取り組み、3件を新たに公開しました。

◇相談対応
今年度は、4-6 月は休館等で活動を休止しましたが、7月以降、前期 2名、後期 3名で活動しました。

前期はメール及びZoomによるオンライン相談を実施しました。後期より対面相談を再開しました。
単位の取得や進路相談等の「その他」に分類される質問がありました。
実施期間：2020 年 7月～ 2021 年 1月
スタッフ：3名（教育学研究科 1名（M2）後期、システム工学研究科 2名（M2）前後期）

前期（7/1-8/7）･4-6 月：休館等のため活動停止、7月：活動再開・メール受付開始、7/30：オンライン受付開始
後期（10/1-1/31）･10/13 ～：対面相談再開

◇パスファインダー
今年度は 3つのパスファインダーを作成しました。
1. プレゼンテーションの仕方、2. プログラミングの調べ方、
3.･Learning･Japanese･History･in･English
現在、19 テーマのパスファインダーが公開されています。

◇ LA展示
LA が学部生に推薦する本を選び、おすすめコメントの POPをつけて展示しました。

相談人数 - - - 2 人 3 人 5 人 6 人 3 人 3人 2人 - 14 人 19 人

4 月 5 月 6月 7月 8月 前期計 10 月 11 月 12 月 1月 2月 後期計 合計
レポートの書き方 - - - 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0
資料の探し方 - - - 0 0 0 0 1 1 0 - 2 2
館内資料の場所案内 - - - 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0
PC やプリンタの操作方法 - - - 0 0 0 3 1 2 2 - 8 8
学習上の問題 - - - 0 0 0 3 0 0 0 - 3 3
その他 - - - 2 4 6 0 1 1 1 - 3 9
合計 0件 0件 0件 2件 4件 6件 6件 3件 4件 3件 0件 16 件 22 件
　メール対応 - - - 1 2 3 件 0 0 0 0 0 0 件 3件
　オンライン対応 - - - 1 2 3 件 2 0 0 0 0 2 件 5件
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3．新しい人材：知の共有・創出のための＜人材＞の構築

（2）国立大学図書館職員の資質向上
下記研修に職員が参加し、国内外の動向を知るとともに、日常業務における幅広い知識・知見を

得ることができました。今年度は全てオンライン大会だったため、多くの職員が参加できるように
配慮しました。
・国立大学図書館協会地区協会助成事業「図書館の災害時対応に関するセミナー」
・図書館総合展
・全国図書館大会和歌山大会
・国立女性教育会館　令和 2年度「アーカイブ保存修復研修（基礎コース）」
・東海北陸地区国大図協研修会「魅力ある講習会企画のノウハウを身につけよう～ピンとこんなー
と言わせない！」

・国立国会図書館･第 31 回保存フォーラム　戦略的「保存容器」の使い方―さまざまなカタチで
資料を護る―

・令和２年度国立大学図書館協会東海北陸地区助成事業研修会「イマドキ･大学図書館のリスクマ
ネジメント･～地震・カミナリ・ウィズコロナ～」

・令和 2年度国立大学図書館協会近畿地区助成事業講演会「オンラインコンテンツによる情報リ
テラシー教育を模索する」

４．その他の活動

（1）学修支援
登学禁止に伴う臨時休館により、例年 4月から実施している新入生図書館ツアー、ガイダンス（授

業向け）は全て中止となり、登学できない新入生に図書館の利用方法を伝えるため、新たに下記を
作成しました。
・図書館活用ガイド　
例年、新入生に配布している内容に加え、図書館ツアーで伝えている内容や館内の様子が分かる

写真等を追加し、Moodle で公開しました。
・図書館紹介動画
館内の様子、図書館で出来ることについて動画を新たに作成し、Moodle で公開しました。
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４．その他の活動
 █ 講習会
ウェビナー形式による講習会をはじめて開催しました（講師：クラリベイト・アナリティクス）。
・Web･of･Science オンラインセミナー　6月 18 日（木）･ 15:05 ～ 16:05　参加 25 人
・EndNote･オンラインセミナー･ ･ ･ ･ 17:00 ～ 18:00　参加 16 人

この他予定していた講習会は全て中止し、下記資料をMoodle で公開しました。
・レポート作成に必要な情報の探し方　※新規
・イチから分かるレポートの書き方　※更新
・英語論文の書き方（基礎編、応用編）　※昨年度資料
・オンラインデータベース講習会（日経テレコン、ジャパンナレッジ）　※昨年度資料
・知らないと損するメールマナー（LA講習会）　※更新

 █ GO TO ワダイ～コロナに負けるな "和 "大で作ろう友達の "輪 "～
和大祭実行委員会の主催により 1回生対象のイベントが開催され、図書館も臨時開館しました。
日時：11 月 21 日（土）、22 日（日）　開館 9：00-17：30
入館者数：217 人、241 人

（2）古本募金
学生図書の充実に役立てるため、2018 年 1 月に古本募金を開始しました。2020 年度の実績は下

記の通りです。収益は学生用図書の購入に活用します。
　89,976 円（古本募金箱及び直接申込 7名）
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統計 2018-2021（平成 30- 令和 2年度）

平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度

年間開館日数 合計 271 270 168

利用対象者数

学生 4,546 4,473 4,478

教職員 888 847 863

合計 5,434 5,320 5,341

入館者数
合計 280,755 270,322 26,127

学外者（実数） 2,250 2,113 901

貸出冊数

学生 30,776 33,467 14,571

教職員 5,393 5,793 4,921

学外者 1,939 2,582 820

合計 38,108 41,842 20,312

蔵書冊数

和漢書 512,520 511,509 500,579

洋書 203,548 202,187 197,184

合計 716,068 713,696 697,763

図書受入冊数

和漢書 6,730 6,183 6,227

洋書 469 1,056 568

合計 7,199 7,239 6,795

雑誌所蔵種数

和雑誌 4,850 4,850 4,892

洋雑誌 2,281 2,282 2,284

合計 7,131 7,132 7,176

雑誌受入種数

和雑誌 796 794 775

洋雑誌 33 33 29

合計 829 827 804

文献複写件数

受付 700 761 970

国内依頼 769 692 723

海外依頼 1 0 0

現物貸借件数
貸出 361 338 443

借受 190 103 135

入館者数の推移
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